











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(し澱 がへ 蕊（ドコ タン）、 、
Ｐ'
⑨
度 ／
ﾛ
）火
湾、
１
ボン
ポロシレト
２－型一割"同
八五
図２アプタ付近概念図
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タンが作られ、やがて「おこたらこが吸収される。同時にレブ
ソゲ・コタソが再び作られ、オプヶシにもコタソが作られる。元
文から宝暦にかけてのことと思われる。
この条件のいいアブタ川口のコタソも、文政五（一八一三）年
一月十五日におきた有珠山の山焼によって会所（運上屋）をはじ
め、アイヌの人びとの家屋は壊滅する。そのため会所をフレナィ
（鍋）
に移し、同時にアブク・コタンもフレナイ川筋に移された。その
結果ズフタ川筋にもトゥコタンの地名が遣る。
図２に示した①は「おこたらへ」②は「アブタ」③は「フレナ
ィ」である．この順序が先に引用した『増補大日本地鏑』でい
う「おこたらへ」から「アブタ」への変化を示している。
アブタ・コタソがフレナイ川筋に移されてからもその名称は残
り、フレナイ川筋にはアブタとフレナイの大規模コクンが併存す
るという、アイヌ文化を無視した事態が生じることになった。ま
たアブタ川口の懸り澗としての条件の良さはアブタ廃村後もこの
地で船積みの作業が行なわれたことからも理解されるであろう。
三アブタ・コタンの構造
アブタ・コクソの変遷についてみてきた。そして自然コタンと
強制コタソの相異なる点についてもみてきたとおりである。そう
した相違点をコタソ構造の上から分析する必要があるが、「琴」
たらこについては資料がない。また時代の推移に伴って変化を
とげた「おこたらへ」以後の「ズフタ」に関しても同様である。
ただ、幸なことに松浦竹四郎が安政五Ｃ八五八）年に調べた
法
政
史
学
第
三
十
号
（”）
『午年ウス・アブタ人別帳』は最末期の資料ではあるが、強制コ
タソの構造を考察する上で高い価値を持っている。この資料の分
析が急がれるのであるが、そうした作業の中間報告の形での紹介
を試みておこう。
アブタ・コタンはアブタ川口にあった。より詳しくはその左岸
に運上屋がおかれ、それを取囲む形でアイヌの人びとの家が軒を
連ねていた。文化一一一年当時会所（運上屋）には板蔵が一一棟、萱蔵
が一一一棟付属しており、他に和人家五軒、稲荷社、姪子社が一社ずポ
ロ
つある。アイヌの人びとの家は惣乙名、脇乙名などの役蝦夷の大
チ
セ家を一二－五戸ずつブロックをなして川筋や平地、丘陵部に広がっ
ていたものと思われる。東側の窓は神聖な１ものとされ、入口はそ
の反対側にあるから、多くの場合、家は同一方向をむいていた。
菅江真澄はその紀行の中で、アブタ・コタンを「…蝦夷の栖家は
八十斗もありといふが、浜辺、あろは林の中にも見え瑚尹・」と描
写している。
さて、アブタ場所全体の戸数、人口の推移をみてみよう。アブ
ク場所各コタソの動態が判る文化三年（「東西蝦夷地各場所様子大
概書」『新北海道史』第七巻による）と安政五年との比較である。
男
３
冊
八
六
正
一
一
一
五
四
一
五
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前表と同様の結果を得る。何故、女性人口が激減しているのか。
種々の理由を考えることはできよう。しかし、端的には和人のァ
（釣）
イヌ婦人に対する性的な関与があったためというべきであろう。
安政三年の『竹四郎廻浦日記』にはアブタ・コタンの戸数・人
口は六四戸、三一一一四人と記されている。この一一年間に引続きアブ
タ・コタンに居住している屯の四六戸、安政三年に居住していた
が五年にはいない屯の一九戸、安政三年にはいなくて五年に居住
している屯の一五戸というように流出入戸数が判る。
アブク・コクンの役蝦夷は惣乙名以下脇乙名、惣小使、並小使（伽）
二
名
の
五
名
で
、
こ
の
他
に
噴
火
湾
岸
の
場
所
独
得
の
役
名
と
し
て
レ
バ
（テ・○というのがあり、脇乙名兼一名、並小使兼一名、平アイ
ヌ二名の四名がおかれていた。
次
に
家
族
構
成
を
ゑ
て
ゑ
る
と
およそ五○年間で戸数にして二五戸、人口にして一一百人の減で
あるが、男が一割程度の減とほぼ横ばいであるのに対して女は約
半減（男の一一一・四倍の減）し、文化三年には女性人口が男性人口
を上まっていたのに対し安政五年では逆転している。同じ表をア
ブ
タ
・
コ
ク
ン
に
限
っ
て
作
成
し
て
承
よ
う
。
強
制
コ
タ
ン
の
変
遷
と
構
造
に
つ
い
て
（
佐
々
木
）
安
政
五
（一八五八）
文
化
三
二
八
○
六
）
年
戸
数
一
一
人
口
一
男
六一一一一一六一一一四九
六五
一一一三四一一五九
一七五 女一一一
という表を得る。平均家族数は四・三人。十人家族というのは四
十三才男と三十八才女の夫婦とその八人の子供たちで平アイヌで
ある。因糸に主な役蝦夷の家族構成は惣乙名が夫婦十子の八人家「
族。脇乙名は厄介二名を含む親夫婦十子夫婦十孫三人の計九人の
拡大家族であり家族構成でふる限り役蝦夷ゆえの特権はないらし
い。アブタ・コタソの家族構成のさまざまな形態のうち主なしのは
Ⅲ夫婦だけ六戸、②夫婦十子十四戸、③片親十子十戸、凹親
夫婦十子夫婦四戸、⑤親夫婦十子夫婦十孫三戸、⑥片親十子夫婦へ
二戸、、片親十子夫婦十孫五戸、⑧兄弟十夫婦十子六戸というこ
とになり単純家族か、その亜形態が約半数を占めるが、側⑤のよ
うに二世代の夫婦やそれに孫を加える同居、⑧のように戸主とそ
の兄弟の同居などという拡大家族は伝統的な家族形態ではなく、
強制コタソの特徴と承られる。⑧のうち母子家庭が六戸、うち二
戸が長男を除けば年少の弟妹の多い母子家庭である。
年令構成について触れる余裕がない。ただ妊孕可能な女性（十
五’五○才）は五十五人おり、うち独身者は二十二人である。十
五才以上の独身男子は五十九人であるからアブタ・コタンだけで
二戸数一
口
一一一一一四一五一六一七一八一九一十一一一六一
家族数一一人一
一一
備
考 一一一一一Ｐ’
十一一一一九一十一一六一十一一一一一一一一一一一一一六一
う
ち
女一
う
ち
兄
弟
一
う
ち
親
子
六
う
ち
夫
婦
六
八七
Hosei University Repository
きわめて雑なスケッチに終始した。その中で自然コタンと強制
コタンについて先ず考え、強制コタンの成立は商場知行制から場
所請負制に移行する時期とほぼ一致することを、「おこたらＣ
から「アブタ」へとコタンが移される事例の上から指摘した。そ
して安政五年におけるアブタ・コタンの構造は、家族形態の上
で、従来の習俗を無視したかのような複雑な形であることを再び
確認することができた。
しかし、アイヌ民族の史的研究に伴う資料上の制約は、ここで
も大きくうけ、加えて充分な現地調査を経ていないことなどから
本稿が初めに意図したこととは逸脱したような結果となった。し
かし、コタン研究は今後の大きな課題の一つであり、一面的な観
点からではあったが、本稿がそれに向けて筆者自身に小さな足跡
を適しえたと思う。
は男子の結婚要求を満たすことはできない。またアブタ・コクン
においてはおよそ五才以下の子は単にセカチ（男の子）、カナチ
（女の子）と記されるだけで命名されていない。ウス・コタンで
（ｕ）
は当才の子供にまで命名されているのとは好対照を示し、強制コ
タ
ン
の
末
期
に
あ
っ
て
、
和
人
の
圧
制
と
干
渉
と
に
若
し
承
な
が
ら
も
な
お、伝統的な習俗を遵守している例と承ることができる。
註（１） 法
政
史
学
第
三
十
号
お
わ
り
に
「アイヌ部落の変遷」『アイヌ研究』所収。昭和四十一・
十
一
北
大
生
協
。
〆、〆へ〆■、〆へ
１５１４１３１２
、.'、ゾ、､ノ、.ノ
（ｕ）
（、）
（９）
（７）
（８） 〆、６
k.ノ
／■、
５
、_ノ
グー、〆■、
４３
、ソＬノ
’ﾛ、
２
ﾐーノ
北海道の近世をどう把握するかは議論の別れる所であり
Ｓ松前藩と松前』第四号参照）、またアイヌ民族の歴史
を
考
え
る
上
で
近
世
と
い
う
区
分
が
必
要
か
と
い
う
問
題
も
生
じ
てこよう。ここでは日本史の時代区分にいう近世の意で
用いた。
高倉前掲「アイヌ部落の変遷」一三○’一五一頁。
最上徳内『蝦夷国風俗人情之沙汰』凡例。『日本庶民史
料集成』第四巻所収。一九六九・六一一二書房。
『
快風
丸蝦
夷聞
書』
北海
道郷
土研
究資
料第
五一
九五
九
十
一
同
研
究
会
。
拙稿「樺太風俗図について」『ＭＵＳＥＵＭ」第二八九
号
一
九
七
五
。
四
束
京
国
立
博
物
館
。
『
北
海
道
旧
土
人
』
北
海
道
庁
。
泉靖言沙流アイヌの地縁集団におけるＩＷＯＲ」『民族
学研究』十六１３．４一九五一・三日本民族学協会。
久保寺逸彦「沙流アイヌの祖霊祭祀」『民族学研究』十
六
１
３
．
４
・
海
保
嶺
夫
氏
は
こ
う
し
た
段
階
を
国
家
形
成
へ
の
過
渡
的
段
階
と
とらえ、国家的性格を持った権力体系が成立していたと
象
て
い
る
ｓ
北
方
史
の
論
理
』
七
八
頁
。
’
九
七
四
・
十
一
雄
山閣）。
高倉新一郎『新版アイヌ政策史』五四’五五頁一九七
二
・
四
三
一
書
一
房
。
前掲「アイヌ部落の変遷」一四六頁’
前掲『新版アイヌ政策史』七八’七九頁。
前掲「アイヌ部落の変遷」一四二頁。
『
新
北
海
道
史
』
第
七
巻
史
料
一
五
二
○
’
五
二
四
頁
一
九
八
八
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六
九
・
四
北
海
道
。
（
超
）
白
山
友
正
『
蝦
夷
地
場
所
請
負
制
度
の
研
究
』
中
三
八
頁
北
海
道
経
済
研
究
所
。
（
Ⅳ
）
『
新
北
海
道
史
』
第
七
巻
所
収
五
二
頁
。
（
旧
）
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
四
巻
所
収
六
七
三
頁
。
（
四
）
『
新
北
海
道
史
』
第
七
巻
一
七
六
頁
所
収
。
（
加
）
『
新
北
海
道
史
』
第
七
巻
一
四
二
頁
。
（
、
）
上
原
熊
次
郎
『
蝦
夷
地
名
考
井
里
程
記
』
に
よ
る
。
（
皿
）
註
坦
、
四
引
用
醤
に
よ
る
。
（
羽
）
『
続
々
群
書
類
従
』
第
九
三
二
四
頁
所
収
。
（型）『新北海道史』第七巻二一一一九頁。
（
躯
）
『
新
北
海
道
史
』
第
七
巻
二
四
九
頁
。
（
秘
）
大
友
喜
作
編
『
北
門
鍍
書
』
所
収
。
（
、
）
註
嘔
引
用
書
に
よ
る
。
（犯）『北門艘雷』所収。
（
”
）
菅
江
真
澄
『
蝦
夷
廼
天
夫
利
』
『
菅
江
真
澄
全
集
』
第
二
巻
所
収
一
九
七
一
・
十
一
未
来
社
。
（
卯
）
フ
レ
ナ
イ
川
の
や
や
北
に
ポ
ロ
ナ
イ
川
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
コ
タ
ン
が
あ
っ
た
と
い
う
記
録
は
な
い
。
ポ
ロ
ナ
イ
は
己
・
目
白
巳
（
大
・
川
）
で
固
有
名
詞
で
は
な
く
、
そ
の
地
域
の
中
で
の
大
き
な
川
と
い
う
意
で
あ
る
。
従
っ
て
現
在
の
虻
田
市
街
を
流
れ
る
川
の
中
で
は
フ
レ
ナ
イ
川
が
最
大
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
フ
レ
ナ
イ
川
を
指
し
て
ポ
ロ
ナ
イ
と
呼
ん
だ
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
（
皿
）
海
保
氏
の
「
蝦
夷
地
の
近
世
史
と
時
代
区
分
」
に
い
う
第
三
段
階
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
ｓ
北
方
史
の
論
理
』
所
収
）
。
お
か
た
ら
（
犯
）
オ
コ
タ
ー
フ
ペ
は
青
森
県
東
津
軽
郡
今
別
町
に
も
あ
り
、
大
川
平
と
強
制
コ
タ
ン
の
変
遷
と
構
造
に
つ
い
て
（
佐
々
木
）
い
う
地
名
に
な
っ
て
い
る
が
、
語
源
は
同
じ
で
あ
る
。
（
鋼
）
永
田
方
正
『
北
海
道
蝦
夷
語
地
名
解
』
一
七
二
頁
。
一
九
二
七
・
十
一
北
海
道
連
合
教
育
会
。
（
型
）
『
東
夷
周
覧
』
に
「
会
所
前
は
弁
財
船
の
掛
り
場
よ
し
」
ま
た
『
蝦
夷
紀
行
』
に
「
此
所
浪
静
か
に
し
て
舟
着
よ
し
」
と
あ
る
。
こ
う
し
た
記
述
は
他
の
諸
書
に
も
み
ら
れ
る
。
（
鋼
）
『
有
珠
善
光
寺
役
僧
某
手
記
』
Ｓ
伊
達
町
史
』
四
九
四
頁
所
収
一
九四九・十二）。
（
妬
）
『
虻
田
町
史
』
は
「
お
こ
た
ら
へ
」
以
前
に
、
「
あ
ぶ
た
・
ぺ
つ
」
にコタンが存在していたが、寛文一一一（一六六三）年の有
珠
山
の
山
焼
で
失
な
わ
れ
、
寛
文
九
年
に
は
「
お
こ
た
ら
へ
」
に
コ
ク
ン
を
再
興
し
て
い
た
と
推
定
し
て
い
る
（
二
○
六
’
二
○
七
頁
）
。
「
あ
ぶ
た
・
ぺ
つ
」
そ
の
場
所
か
否
か
は
と
も
か
く
、
「
お
こ
た
ら
ご
以
前
に
コ
タ
ン
が
こ
の
地
域
に
存
在
し
て
い
た
可
能
性はある。
（
師
）
午
年
正
月
改
と
あ
り
、
人
別
に
記
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
名
か
ら
安
政
五
年
の
記
録
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
男
女
別
・
年
令
な
ど
が
記
さ
れ
、
コ
タ
ン
の
構
造
を
考
え
る
好
個
の
資
料
と
い
え
る
。
（
犯
）
註
羽
引
用
書
（
”
）
松
浦
武
四
郎
の
『
近
世
蝦
夷
人
物
誌
』
は
こ
の
間
の
事
情
に
詳
し
い。
（仰）主としてオットセイ猟に従事する。これについては別に
考えたい。
（
似
）
註
師
引
用
書
に
よ
る
。
附
記
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
伊
藤
玄
三
、
菊
地
徹
夫
、
君
尹
彦
、
村
上
直
、
山
田
秀
三
の
諸
先
生
に
は
い
ろ
い
ろ
ご
教
示
い
た
だ
い
た。心からお礼申しあげる。
八
九
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